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「元気な島 喜界島」 の実現に向けて！「元気な島 喜界島」 の実現に向けて！

～令和５年度施政方針演説～～令和５年度施政方針演説～

　

長
期
間
に
わ
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
町
民
の
皆

様
、
そ
し
て
献
身
的
に
医
療
に
従
事

さ
れ
て
い
る
医
療
関
係
者
の
皆
様
に

対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
、
急
激
な
円
安
に
よ
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
、
潜
在
成
長
率
の
停

滞
な
ど
に
よ
り
、
町
民
体
育
祭
な
ど

い
く
つ
か
の
行
事
の
中
止
や
食
糧
・

肥
料
・
飼
料
等
の
値
上
が
り
な
ど
町

民
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。

　

一
方
、
10
月
の
第
12
回
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
で
は
、
鹿

児
島
代
表
牛
が
和
牛
日
本
一
の
栄
冠

に
輝
き
、
ま
た
本
町
の
（
株
）
ヤ
マ

サ
ン
が
地
域
の
和
牛
振
興
へ
の
貢
献

が
認
め
ら
れ
和
牛
繁
殖
農
家
特
別
表

彰
を
受
け
る
な
ど
明
る
い
出
来
事
も

あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
奄
美
群
島
が
日
本
に
復

帰
し
て
70
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
群
島
内
で
も

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
町
で
も
奄
美
群
島
日
本
復

帰
記
念
の
東
経
１
３
０
度
喜
界
島
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
町
を
挙
げ
て
盛
り
上
げ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
奄
美
群
島
振
興
開

発
特
別
措
置
法
の
最
終
年
度
に
あ
た

り
ま
す
が
、
法
の
延
長
と
奄
美
の
実

情
に
あ
っ
た
制
度
の
充
実
に
向
け
て

各
市
町
村
、
県
と
一
体
と
な
っ
て
国

へ
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

「
第
６
次
喜
界
町
総
合
振
興
計
画
」、

「
喜
界
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
若
年
層

や
子
育
て
世
代
の
定
住
を
図
り
、「
子

や
孫
の
世
代
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
え
る
元
気
な
島
」
を
実
現
す
る
た

め
に
全
力
を
挙
げ
て
町
政
運
営
に
邁

進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
令
和
５
年
度
の

特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
４
つ
の
施

策
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。

①
し
ま
の
未
来
特
別
応
援

給
付
金
制
度
を
創
設

　

令
和
３
年
度
よ
り
１
歳
未
満
の
子

ど
も
が
い
る
家
庭
を
対
象
に
お
む
つ

助
成
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
令
和

５
年
度
に
は
、
更
な
る
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、
し
ま
の
未
来

特
別
応
援
給
付
金
制
度
を
創
設
し
、

１
～
２
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
家

庭
に
対
し
て
給
付
金
を
支
給
し
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
地
域
脱
炭
素
社
会
へ
の
実
現

　

国
は
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
て
、
各

省
庁
に
お
い
て
施
策
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
い

て
も
、「
子
や
孫
の
世
代
が
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
え
る
元
気
な
島
」
を

将
来
像
に
お
き
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
核
と
し
、「
先
進
性
・
モ
デ

ル
性
」
を
念
頭
に
離
島
に
お
け
る
地

域
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
サ
ト
ウ
キ
ビ
等
管
理作

業
受
託
助
成

　

こ
こ
近
年
、
生
産
者
戸
数
の
減
少

に
伴
う
１
戸
当
た
り
の
栽
培
面
積
拡

大
に
よ
り
、
適
期
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
圃
場
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る

た
め
、
適
期
管
理
の
推
進
と
し
て
喜

界
農
業
開
発
組
合
で
の
管
理
作
業
受

託
助
成
を
新
た
に
行
い
、
反
収
ア
ッ

プ
を
図
り
稼
げ
る
農
業
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

④
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を自

ら
動
き
行
う

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
島
外
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
や
延
期
に
な
る
中
、
昨
年
は

東
京
に
お
き
ま
し
て
喜
界
島
フ
ェ
ア

を
開
催
し
、
多
く
の
方
々
に
来
場
し

て
い
た
だ
き
、
島
の
魅
力
発
信
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
も
積
極
的
に
イ
ベ

ン
ト
等
へ
参
加
し
、
Ｐ
Ｒ
動
画
の
よ

う
に
、「
行
っ
て
み
た
い
」、「
ま
た

行
っ
て
み
た
い
」、「
住
ん
で
み
た
い
」

自
然
豊
か
な
暮
ら
し
や
す
い
島
と
特

産
品
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、
第
６
次
喜
界
町
総
合
振
興

計
画
の
５
つ
の
分
野
別
基
本
計
画
に

沿
っ
て
主
要
施
策
を
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

　

３
月
６
日
に
開
会
さ
れ
た「
令
和
５
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
」

で
の
令
和
５
年
度
施
政
方
針
演
説
の
前
文
を
掲
載
し
ま
す
。

※
施
政
方
針
演
説
と
は
、
今
後
１

年
の
町
行
政
の
柱
と
な
る
重
点

施
策
及
び
各
分
野
の
方
針
に
つ

い
て
、
町
長
が
町
議
会
を
と
お

し
て
町
民
に
表
明
す
る
も
の
で

す
。
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１
．
町
民
一
人
ひ
と
り
が

健
康
で
輝
く
ま
ち
づ
く
り

（
１
）
子
育
て
世
代
支
援
の
推
進

　

・
不
妊
治
療
や
出
産
時
の
旅
費
助

成

　

・
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
相
談
、
支
援
の
充
実

　

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

（
２
）
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

・
敬
老
パ
ス
事
業
や
配
食
サ
ー
ビ

ス

　

・
特
定
高
齢
者
福
祉
用
具
購
入

扶
助
事
業
の
継
続

（
３
）
障
害
者
福
祉
の
推
進

　

・
バ
ス
利
用
券「
お
出
か
け
パ
ス
」

（
４
）
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

・
生
活
習
慣
病
の
普
及
啓
発

　

・
各
種
が
ん
検
診
実
施

（
５
）
医
療
体
制
の
確
保

　

・
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の
月
10

日
の
内
科
診
療
開
設

２
．
安
心
・
安
全
で

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

（
１
）
防
災
対
策
体
制
の
強
化

（
２
）
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
強

化

（
３
）
住
み
よ
い
住
環
境
の
創
出

　

・
コ
ー
ラ
ル
団
地
下
に
公
営
住
宅

１
棟
建
設

　

・
安
心
安
全
な
水
の
提
供

　

・
と
畜
場
の
移
転
等
検
討

　

・
野
良
猫
の
繁
殖
抑
制
、
適
性
管

理

（
４
）
資
源
循
環
型
社
会
の
創
出

　

・
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
醸
成

　

・
最
終
処
分
場
の
本
格
着
工

（
５
）
交
通
体
系
の
整
備

　

・
航
路
の
維
持
、
運
営

　

・
通
学
路
確
保
の
た
め
カ
ラ
ー
舗

装

３
．
賑
わ
い
の
あ
る
活
気

あ
ふ
れ
る
島
づ
く
り

（
１
）
農
業
・
林
業
の
振
興

　

・
後
継
者
、
新
規
就
農
者
の
確
保

　

・
農
福
連
携

　

・
園
芸
作
物
等
と
の
複
合
型
農
業

　

・
農
業
共
済
等
へ
の
加
入
推
進

　

・
肉
用
牛
農
家
の
強
化

　

・
森
林
管
理
並
び
に
普
及
啓
発

　

・
鳥
獣
捕
獲
等
の
強
化

（
２
）
水
産
業
の
振
興

　

・
製
氷
施
設
の
改
修
事
業
化

（
３
）
商
工
業
の
振
興

　

・
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
整
備
に

よ
る
交
流
人
口
の
増
、
新
た
な

働
き
方
の
提
案

（
４
）
観
光
の
振
興

　

・
特
色
あ
る
資
源
等
を
活
用
し
た
、

観
光
客
増
の
取
組
を
推
進

（
５
）
特
産
品
の
開
発
・
推
進

　

・
在
来
食
材
を
活
か
し
た
加
工
業

者
の
育
成
等

（
６
）
移
住
・
定
住
の
促
進

　

・
移
住
者
の
受
入
体
制
の
整
備

　

・
首
都
圏
等
で
の
移
住
相
談
会

　

・
離
島
留
学
の
充
実
化

４
．
島
で
育
む
き
ら
り
と

輝
く
人
づ
く
り

教
育
の
情
報
化
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
に
備
え
、
小
・
中
学
生
全
員

に
一
人
１
台
の
情
報
端
末
と
、
空
調

設
備
の
設
置
を
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
の
す
べ
て
の
普
通
教
室
に
整

備
済
。
今
後
は
特
別
教
室
へ
の
空
調

設
備
の
整
備
も
順
次
進
め
て
お
り
、

学
習
環
境
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。

学
校
教
育
に
お
け
る
施
策
や
取
組
等

「
新
し
い
時
代
を
見
据
え
た
次
世
代

の
教
育
の
推
進
」

～
夢
や
志
を
も
ち
、
可
能
性
に
挑
戦

す
る
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
～

　

・
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
や
誇
り
を

育
み
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
い

き
い
き
と
輝
く
こ
と
を
目
指
し

た
教
育
行
政
の
実
現

　

・
夢
や
志
を
も
ち
、
可
能
性
に
挑

戦
す
る
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育

成
・
お
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、
豊

か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
む

教
育

・
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
の
能
力

を
伸
ば
し
、
社
会
で
自
立
す
る

力
を
育
む
教
育

・
信
頼
さ
れ
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り

・
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育

て
る
環
境
づ
く
り

社
会
教
育
及
び
生
涯
学
習
分
野
に

お
け
る
基
本
目
標

「
豊
か
な
人
生
と
よ
り
よ
い
社
会
を
築

く
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」

～
人
が
輝
き
、
人
が
つ
な
が
る

生
涯
学
習
の
充
実
～

　

・
公
民
館
講
座
や
地
域
講
座
、
地

区
長
寿
者
学
級
や
家
庭
教
育
学

級
な
ど
の
充
実
を
図
る

　

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
充
実
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技

大
会
の
支
援

　

・
文
化
財
の
発
掘
・
管
理
・
活
用

や
島
唄
・
八
月
お
ど
り
の
保
存
・

継
承

５
．
未
来
へ
繋
ぐ
地
域
づ
く
り

・
町
政
懇
談
会
実
施

　

・
女
性
の
社
会
参
画
機
会
の
増
加

を
図
る

　

・
正
確
・
迅
速
・
懇
切
な
窓
口
業

務
　施政方針全文について
は、町ホームページ（http://
www.town.kikai.jg.jp）
を検索するか、下のQRコー
ドを読み取ってご覧下さい。
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喜界中学校　第 11 回卒業式喜界中学校　第 11 回卒業式　計 62 名　計 62 名

3月20日

3月14日

あゆみ幼稚園卒園式あゆみ幼稚園卒園式

のぞみ幼稚園卒園式のぞみ幼稚園卒園式



3月24日

早町小学校第 11 回卒業式早町小学校第 11 回卒業式　計 12 名　計 12 名

喜界小学校　第 11 回卒業式　計 53 名喜界小学校　第 11 回卒業式　計 53 名

保育園卒園式保育園卒園式
3月26日



令和５年度喜界町役場職員　人事異動一覧表　（令和５年４月１日付）
昇格 氏　　名 新　任　職 前　任　職

（ 課 長 級 ）
岩松　利和 町民税務課長 町民税務課

税対策監

富　充弘 農業振興課参事兼
加工センター所長 町民税務課長

菊地　典子 教育委員会
総務課長

教育委員会
事務局長

○ 盛　実 教育委員会
生涯学習課長

教育委員会事務局
補佐兼中央公民館長

（ 課長補佐級 ）
豊　雅則 総務課課長補佐兼

ＤＸ推進監 総務課課長補佐

永井　昌徳 総務課課長補佐兼脱炭
素推進監（行政管理室）

農業振興課技術補佐
兼耕地係長

上地　義隆 企画観光課課長補佐兼
ふるさとみらい創生室長

企画観光課課長補佐
兼加工センター所長

黒田　洋 企画観光課
課長補佐 総務課主幹

沖　康仁 町民税務課
課長補佐

町民税務課
税対策監補佐

西原　清仁 まちづくり課
課長補佐 まちづくり課主幹

今井　章貴 まちづくり課所長
補佐（空港管理事務所）

農業振興課
技術補佐

重野　泰浩 農業振興課課長補佐
兼営農支援センター所長

農業振興課
課長補佐

基　俊一 農業振興課
技術補佐 まちづくり課主幹

八木　敏文 教育委員会総務課課長補佐
兼防災食育センター長

教育委員会事務局補佐
兼防災食育センター長

古園　正樹 教育委員会総務課
指導主事

教育委員会事務局
指導主事

孝田　荘屋 教育委員会生涯学習課課長
補佐兼埋蔵文化財センター長

まちづくり課
課長補佐

叶　一寿 教育委員会生涯学習課
課長補佐兼中央公民館長

農業振興課課長補佐
兼営農支援センター所長

澄田　直敏 教育委員会生涯学
習課課長補佐

教育委員会事務局補佐
兼埋蔵文化財センター長

○ 柳　卓也 農業振興課
課長補佐 農業振興課係長

（ 係 長 級 ）
仲　悟 総務課係長兼

ＤＸ推進員 総務課財政係長

川畑　慎太郎 総務課係長 農業振興課係長

夏目　淳一 総務課係長 保健福祉課係長

輝　政和 農業振興課係長
（加工センター） 企画観光課係長

富田　道夫 教育委員会
総務課係長

教育委員会
事務局係長

元山　和嗣 教育委員会
総務課係長 保健福祉課係長

寿　満夫 教育委員会
生涯学習課係長

教育委員会
事務局係長

福島　悟 教育委員会
生涯学習課係長

教育委員会
事務局係長

野崎　拓司 教育委員会
生涯学習課係長

教育委員会
事務局係長

○ 上地　恵理 町民税務課係長 町民税務課主査

昇格 氏　　名 新　任　職 前　任　職
○ 宜名真　福太郎 まちづくり課係長 まちづくり課主査

○ 積山　寿久 大島地区消防組合
喜界分署係長

大島地区消防組合
喜界分署主査

（ 主 査 級 ）
吉岡　喜治 保健福祉課主査 町民税務課主査

上間　勇喜 まちづくり課主査 教育委員会
事務局主査

金久　貴人 農業振興課主査
（加工センター） 企画観光課主査

喜村　美千代 教育委員会
総務課主査

教育委員会
事務局主査

濱川　健一 教育委員会
総務課主査

教育委員会
事務局主査

藤崎　誠之 教育委員会
生涯学習課主査

教育委員会
事務局主査

松原　信之 教育委員会
生涯学習課主査

教育委員会
事務局主査

○ 直　昇平 企画観光課主査 奄美群島
広域事務組合

○ 作井　雄平 まちづくり課主査 まちづくり課主事

○ 吉住　広夢 農業振興課主査 農業振興課主事

○ 川畑　早紀 保健福祉課主査 保健福祉課主事

○ 岩元　さつき 教育委員会
生涯学習課主査

教育委員会
事務局主事

○ 玉岡　保那美 教育委員会のぞみ幼稚園主査
教育委員会あゆみ
幼稚園主事

○ 前島　将太 大島地区消防組合
喜界分署主査

大島地区消防組合
喜界分署主事

○ 松山　史和 大島地区消防組合
喜界分署主査

大島地区消防組合
喜界分署主事

（ 一 般 職 ）
中山　勝史 農業振興課主事 企画観光課主事

義岡　穂奈美 教育委員会
生涯学習課主事

教育委員会
事務局主事

島袋　未樹 教育委員会
生涯学習主事

教育委員会
事務局主事

（ 出向 ）
玉利　猛 九州農政局

喜界事務所 企画観光課主査

（ 新規採用 ）
源久　秀幸 町民税務課

村上　健太 保健福祉課

平下　凜 保健福祉課

加島　希美 保健福祉課
（児童発達支援事業所）

平下　渉 まちづくり課

郡山　尚也 農業振興課

（ 退 職 者 ）令和５年３月 31 日付
和田　政次 まちづくり課主幹

勝　昭則 農業振興課課長補佐

吉田　圭志 企画観光課課長補佐兼
ふるさとみらい創生室長
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陸
上
自
衛
隊
第
一
空
挺
団
（
千
葉

県
船
橋
市
）
が
２
月
21
日
か
ら
３
月

14
日
ま
で
来
島
し
、
３
日
に
は
落
下

傘
の
降
下
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

　

同
部
隊
は
、
日
本
唯
一
の
落
下
傘

部
隊
で
あ
り
、
落
下
傘
降
下
に
よ
り

速
や
か
に
推
進
す
る
こ
と
が
可
能
。

ま
た
東
日
本
大
震
災
に
も
派
遣
さ
れ

た
実
績
が
あ
り
、
最
も
過
酷
な
任

務
に
あ
た
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
各
地
で
降
下
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
が
、南
西
諸
島
で
の
低
高
度
（
地

上
か
ら
約
３
４
０
ｍ
）
の
訓
練
を
実

施
す
る
た
め
に
風
や
人
工
物
等
の
調

査
を
し
た
と
こ
ろ
、
本
島
が
適
し
て

い
る
こ
と
か
ら
今
回
の
訓
練
地
に
選

定
さ
れ
た
。
ま
た
、
部
隊
に
は
喜
界

島
出
身
者
も
在
隊
し
て
お
り
、
部
隊

長
の
若
松
純
也
さ
ん
（
白
水
出
身
・

Ｓ
45
年
生
）、
橋
口
剛
さ
ん
（
早
町

出
身
・
Ｓ
53
年
生
）、
橋
本
真
悟
さ

ん
（
小
野
津
出
身
・
Ｓ
61
年
生
）
も

本
訓
練
に
参
加
し
た
。

　

３
日
の
降
下
訓
練
は
午
後
１
時
か

ら
行
わ
れ
、
百
之
台
方
面
か
ら
伊
実

久
方
面
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
一
本
道
）

上
空
を
隊
員
を
乗
せ
た
機
体
が
飛

行
。
降
下
場
の
状
況
等
を
確
認
す
る

た
め
に
橋
口
さ
ん
が
先
発
、
続
け
て

橋
本
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
約
３
４
０
ｍ

上
空
か
ら
単
独
で
降
下
。
そ
の
後
10

人
組
が
10
組
、
順
次
降
下
し
て
い
っ

た
。

　

訓
練
を
無
事
に
終
え
た
橋
口
さ
ん

と
橋
本
さ
ん
は
、
見
学
に
来
て
い
た

親
族
や
友
人
ら
と
久
し
ぶ
り
に
再
会

し
、
談
笑
す
る
な
ど
し
て
い
た
。

橋口さん 橋本さん

　

５
日
に
は
、
町
体
育
館
に
お
い
て

部
隊
が
所
有
す
る
車
両
や
装
備
品

が
展
示
さ
れ
、
車
両
に
乗
り
込
ん
だ

り
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
装
備
を
身
に

着
け
て
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
楽
し

む
方
々
の
姿
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
、
隊
員
は
土
砂

崩
れ
や
倒
木
に
よ
り
通
行
が
出
来
な

か
っ
た
七
十
七
曲
が
り
の
復
旧
や
、

百
之
台
展
望
台
側
の
崖
下
の
雑
草
伐

左から2 番目が若松団長（3 月2 日表敬訪問において）

採
、
海
岸
清
掃
な
ど
、
な
か
な
か
着

手
で
き
な
か
っ
た
作
業
も
実
施
し
て

い
た
だ
い
た
。

陸
上
自
衛
隊
第
一
空
挺
団

陸
上
自
衛
隊
第
一
空
挺
団

　
　

落
下
傘
降
下
訓
練

　
　

落
下
傘
降
下
訓
練

作業風景（全て提供）
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Topics i n KIKAIJIMA

早町小 6 年生

　黒糖つくりを体験

今年は島から 3 名が入隊

自衛隊新入隊壮行会自衛隊新入隊壮行会

早町小６年生が３月１日、杉俣紘二朗さん協力のもと黒

糖つくりを体験した。児童は、５年生の時に植付し

たサトウキビ約 200kg を前日に伐採し、それを杉俣さんの

工場で圧搾。その後学校に戻り、一連の工程を先生や保

護者と協力して行った。

　児童は、「卒業する前に黒糖づくりという貴重な体験がで

きてよかった。」「黒糖作りが終わった後も、美味しすぎてた

くさん食べた。」などと綴っていた。

②火にかけて水分をとばす

③こげないように混ぜる

④火から離し混ぜて冷ます ⑤トレーに移し細かく切る

⑥ちょっとつまむ ⑦完成

①圧搾 ⑧卒業前に思い出もつくる

春の火災予防週間

　ひまわり苑とはまゆり学園で消防訓練

喜界消防分署では、避難困難者が多く入所する介護施

設において、施設・消防署・消防団の連携強化を図

ることを目的として、３月５日にひまわり苑とはまゆり学園で

合同の消防訓練を実施した。今回は通常の訓練とは異なり、

実際に入所者を避難させるなど大規模に行った。

　当日は、施設居室から火災発生を想定し、自動火災報知

設備発報、施設職員による消火器での初期消火、119 番

通報、避難誘導という流れを確認。終了後、参加者はディ

スカッションを行い、反省点や情報の共有を図った。

　消防分署では、秋の火災予防週間（昨年 11月）にも

十五夜とグループホームがじゅまるでも合同訓練を実施して

いる。

２023 年自衛隊新入隊壮行会（喜界町自衛隊家族会、

自衛隊鹿児島地方協力本部）が３月４日、第１空挺

団長、鹿児島地方協力本部長、喜界島通信所長出席のも

と行われ、今後の抱負が新入隊者によって述べられた。

　春里桃花さん（湾、航空自衛隊）　勇美玲さん（荒木、陸

上自衛隊）　岩元大幸さん（池治、陸上自衛隊）
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Topics i n KIKAIJIMA

本町の農業振興・発展のため

生駒雄一さん　県青年農業士に認定生駒雄一さん　県青年農業士に認定

若手かぼちゃ農家の生駒雄一さんが、令和４年度の鹿

児島県青年農業士に認定され、３月13 日に町長から

認定証が授与された。

　青年農業士とは、次代の農業の担い手として活躍が期待

される青年農業者を、「青年農業士」として認定するもの。

地域の農業振興のリーダーとして担い手の育成や、農村地

域活動に積極的に参加する若手農家の中核的存在となって

いる。認定を受けるためには、県青年農業士会議において

プロジェクト発表を行う必要があり、生駒さんは２月 24 日

に鹿児島市において開催された会議で取組等を発表した。

　生駒さんは、父のサトウキビ経営を継ぐためにＵターン。

その後、園芸部門への経営拡充も視野に入れ、平成 30

年から１年間営農支援センターで研修を受講。その際に「園

芸は苦労することも多いが、育つ課程で愛着が湧き、収穫

の喜びが大きい」ことに気付き、園芸部門での就農を決意。

現在は奥さんの協力も得ながら、かぼちゃで年間売上高

1,000 万円を目指して営農に励んでいる。

　また、町の農業青年クラブに所属し、小学生へゴマの栽

培体験を行い未来の担い手育成活動に励みつつ、安定した

農業経営を行うために、自身で複式簿記による青色申告を

行うなど地域の模範的農家として活動している。

　認定証交付後、生駒さんは「将来、自分の子どもが島に

帰りたいと思えるように農業を通じて島を盛り上げ、帰って

きた時にはスムーズに就農できるよう整えていきたい。」と

話した。

鹿児島市での事例発表

歌って踊っておしゃべりして

　介護予防教室に参加しませんか？

保健福祉課では、心身機能活性運動療法（体操や歌、

会話等の脳と心と体を活性化する活動を組み合わせ

たプログラム）を取り入れた介護予防教室を、原則毎週木

曜日に行っている（参加費１回100 円）。

　３月16 日に行われた教室では、安田民謡教室に通って

いた嘉村美里さんと原田幸歩さんが参加し、六調も含め全

４曲を披露した。

　担当者は「自宅での生活が

より楽しくなることを目的と

した教室になっているので、

ひきこもりがちな方にも参加

してほしい。」と話す。 原田さん　　　　  嘉村さん

吉住さん（102 歳）もみんなで稲すり節や六調を

ＪＡＣ主催のフォトコンテスト

　谷川理さんが優秀賞受賞

日本エアコミューター（ＪＡＣ）が主催する『第１弾ＪＡＣ

フォトコンテスト2023』で、谷川理さんが応募した「魔

女の木」が優秀賞に選ばれた。これは、期間内に県内のＪＡ

Ｃが就航する地の風景や観光スポットやグルメを対象とした

写真をＳＮＳに投稿し行われるもの。

　谷川さんは「初めて星空を撮影したものが選ばれて嬉しい。

撮影方法を指南してくれた方の教えの通り、設定してシャッター

を切っただけだが、素敵な写真が撮ることができた。満天の

喜界島の星空と教えてくださった先生に感謝」とコメントした。
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３
月
29
日
午
前
９
時
頃
、
フ
ラ
ン

ス
の
ポ
ナ
ン
社
が
所
有
す
る
ク
ル
ー

ズ
船
、
ル
・
ソ
レ
ア
ル
（
１
万
７
０
０

ト
ン
）
が
本
町
に
寄
港
し
た
。
同
社

は
、
北
極
や
南
極
、
南
米
ア
マ
ゾ
ン

な
ど
手
付
か
ず
の
自
然
や
、
豊
か
な

文
化
に
満
ち
た
地
域
へ
の
エ
ク
ス
ペ

デ
ィ
シ
ョ
ン
ク
ル
ー
ズ
（
探
検
や
参

加
・
体
験
型
の
船
旅
）
を
展
開
し
て

い
る
。

　

当
日
は
接
岸
後
、
乗
客
約
２
０
０

名
が
数
台
の
バ
ス
に
分
か
れ
て
、
阿

伝
の
石
垣
や
、
手
久
津
久
の
ガ
ジ
ュ

マ
ル
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
一
本
道
な
ど

を
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
地
域
通
訳

士
の
案
内
を
受
け
な
が
ら
観
光
し

た
。

　

観
光
を
終
え
た
後
、
午
後
４
時
ご

ろ
か
ら
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
隈
崎
町
長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
、

船
長
ら
へ
花
束
贈
呈
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
ア
ン
ト
ワ
ン
・
パ
ケ
ッ

ト
船
長
が
、「
喜
界
島
へ
は
初
の
寄

港
と
な
っ
た
が
、
本
当
に
心
か
ら
歓

迎
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
ポ

ナ
ン
社
と
し
て
は
、
日
本
の
離
島

を
訪
れ
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て

お
り
、
そ
れ
を
可
能
に
で
き
る
の
も

み
な
さ
ん
の
理
解
と
尽
力
が
あ
っ
て

こ
そ
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
、
ク
ル
ー
ズ
船
業
界

で
は
、
初
寄
港
地
へ
船
の
プ
レ
ー
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
文
化
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
パ
ケ
ッ
ト
船
長
か
ら

隈
崎
町
長
へ
プ
レ
ー
ト
が
贈
呈
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
演
芸
が
行
わ
れ
、
う
る
ま

エ
イ
サ
ー
や
東
郷
さ
や
か
さ
ん
の
島

唄
、
土
岐
宏
大
さ
ん
の
歌
、
ア
ヌ
エ

ヌ
エ
教
室
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ

れ
、
東
郷
さ
ん
が
歌
っ
た
「
喜
界
や

よ
い
島
」
で
は
、
多
く
の
方
が
一
緒

に
な
っ
て
踊
る
一
幕
も
見
ら
れ
た
。乗組員によるお返しのダンス

　

そ
し
て
、
午
後
６
時
ご
ろ
出
向
の

準
備
を
終
え
、
船
は
本
町
を
後
に
し

て
、
大
阪
向
け
出
港
し
た
。
※
同
船

は
５
月
26
日
に
も
寄
港
を
予
定
し
て

い
る
。

ＬＥ　ＳＯＬＥＡＬＬＥ　ＳＯＬＥＡＬ

喜界島　初寄港（３月29日）喜界島　初寄港（３月29日）

10



※８月が今年度の１回目のお支払となります。

※支払月の中旬を目途にお振り込み致します。

問い合わせ先
保健福祉課　児童福祉係
☎ 0997-65-3685

喜界町は子育て世帯を応援します！
令和５年４月から

喜界町「しまの未来特別応援給付金」を創設しました。

　喜界町では町の独自施策として、島の宝である子どもたちの未来を応援するため、

新たな給付金の支給を実施します！

１．支給対象者

令和５年４月１日時点で１歳児または２歳児がいる世帯

２．支給額

児童１人当たり月額５千円

３．給付金の支給手続き

○対象児童のいるご家庭へ４月以降に申請書を送付します。
○ 児童手当を支給している口座に８月、12 月、４月の年３回、各４カ月分を振り込

みます。

４．支払スケジュール

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11月 12 月 １月 ２月 ３月 ４月

４カ月分 ４カ月分 ４カ月分

支払 支払 支払
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関西喜界町郷友会のみなさまへ関西喜界町郷友会のみなさまへ
今年の、第 87 回関西喜界町郷友会総会・大運動会の開催場所が変わります

今まで使っていた「小田南公園」は、阪神タイガース二軍球場建設工事のため使えなくなりました。

４年ぶりの開催です。たくさんのご参加お待ちしています！

　関西喜界町郷友会会長　　模　泰吉（浦原）

問い合わせ問い合わせ

　会長代行　　橋口　敬信（佐手久）　会長代行　　橋口　敬信（佐手久）

　　　　　　　℡ 090-9057-0122　　　　　　　℡ 090-9057-0122

 

 

日　時：令和５年５月14日（日）午前11時～

場　所：尼崎市「大物公園」

　　　　　阪神電車「大物（だいもつ）」駅徒歩８分

　　　　　尼崎市東大物町１丁目１－２東側

参加費：無料

　

喜
禎
あ
さ
ひ
さ
ん
（
当
時
、
喜
界
高
校
１
年
）
が
、
第
13
回
言
の
葉
大
賞
で
最

優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
言
の
葉
大
賞
と
は
、
毎
年
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
８
０
０
字

の
作
文
を
募
集
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
２
万
点
を
超
す
応
募
の
中
か
ら
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
つ
な
ぐ
」。
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

蒸
し
蒸
し
と
汗
ば
む
梅
雨
の
頃
、
今
期
最
後

の
蒸
留
を
終
え
た
蔵
の
中
は
、
生
ま
れ
た
て
の

焼
酎
の
香
り
で
熱
気
に
満
ち
て
い
た
。

「
い
い
香
り
だ
ね
。
こ
の
香
り
を
ど
う
思
う
。」

蔵
に
入
る
度
に
父
か
ら
か
け
ら
れ
る
数
々
の
言

葉
は
、幼
い
頃
か
ら
私
の
胸
を
高
鳴
ら
せ
、様
々

な
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
今

年
、
十
六
歳
の
夏
、
久
し
ぶ
り
に
入
っ
た
蔵
の

中
で
、
私
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
想
い
の
中

に
い
た
。

　

私
の
家
は
黒
糖
焼
酎
の
造
り
酒
屋
だ
。
大
正

五
年
創
業
、
今
年
で
百
六
年
を
迎
え
る
黒
糖
焼

酎
の
中
で
は
最
古
の
蔵
だ
。
小
さ
い
頃
は
、
父

の
後
ろ
に
付
い
て
よ
く
蔵
に
入
っ
た
。時
に
は
、

友
達
と
一
緒
に
見
学
を
し
、
友
達
が
珍
し
が
っ

て
父
に
質
問
を
す
る
様
子
に
胸
を
弾
ま
せ
、
時

に
は
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
見
学
の
方
達
に
同
行

し
、
焼
酎
を
熱
く
語
り
合
う
姿
に
興
奮
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
い
つ
も
焼
酎
の
側
で
育
っ
て
き

た
私
は
、
深
く
意
識
は
し
な
く
と
も
、
自
ら
の

あ
る
べ
き
道
を
感
じ
て
き
た
。
ま
た
、
一
人
娘

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
周
囲
か
ら
も
度
々
「
後

継
ぎ
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
。
た
だ
、

歳
を
重
ね
る
に
連
れ
、
私
の
中
に
焼
酎
と
は
別

の
道
が
描
か
れ
、
心
は
大
き
く
揺
れ
始
め
た
。

百
年
以
上
繋
い
だ
歴
史
、
造
り
の
技
術
、
黒
糖

焼
酎
蔵
の
中
で
は
、
唯
一
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
原

料
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
を
手
掛
け
る
と
い
う
取

り
組
み
。高
祖
父
か
ら
四
代
目
の
父
ま
で
、脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
蔵
の
未
来
が
頭
を
巡

る
。

　

「
自
分
の
選
ん
だ
道
を
行
け
ば
い
い
よ
。」

父
は
そ
う
言
う
。
私
の
気
持
ち
を
察
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
安
堵
と
戸
惑
い
が
私
の
胸

を
つ
く
。
焼
酎
造
り
に
対
す
る
父
の
想
い
は
十

分
に
私
に
繋
が
っ
て
い
る
。
私
が
継
ぐ
と
言
え

ば
、
父
は
心
の
底
か
ら
ホ
ッ
と
し
た
表
情
を
見

せ
る
だ
ろ
う
。
人
生
は
一
度
き
り
だ
。
だ
か
ら

私
は
考
え
る
。
自
分
の
望
む
道
を
描
き
つ
つ
、

蔵
の
歴
史
を
繋
い
で
い
く
最
良
の
方
法
を
。

　

そ
う
、そ
れ
ぞ
れ
に
想
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

「
繋
ぐ
」
と
い
う
こ
と
の
難
し
さ
を
つ
く
づ
く

感
じ
た
、
十
六
歳
の
夏
だ
っ
た
。

「
父
と
私
」
　

喜
禎
あ
さ
ひ
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自動車税種別割は５月 31 日までに納めましょう !!自動車税種別割は５月 31 日までに納めましょう !!
　自動車税種別割は、毎年４月１日現在で自動車（軽自動車は除く）を所有している方に納めていただく税
金（県税）です。今年は「納税通知書発送日」が４月 28 日（金）、「納付期限」が５月 31 日（水）となって
います。
　自動車税種別割について御不明な点がありましたら、鹿児島地域振興局自動車税課（099-261-5611）
又は、大島支庁県税課（0997-57-7225）まで、お気軽にお問い合わせください。

（県ホームページにも情報が掲載されていますので、ご覧ください）
https://www.pref.kagoshima.jp/ab07/kurashi-kankyo/zei/aramashi/car/car2.html

  

 
 

 

 

　

３
月
12
日
、
暖
か
い
春
の
陽
気
の
な
か
、
荒

木
集
落
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
で
あ
る
旧
荒
木
小

学
校
の
大
き
な
が
じ
ゅ
ま
る
に
見
守
ら
れ
、
荒

木
盛
り
上
げ
隊
と
喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研

究
所
が
主
催
と
な
り
、「
荒
木
が
じ
ゅ
ま
る
市
」

を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
大
人
か

ら
子
供
ま
で
幅
広
い
世
代
の
１
０
０
人
を
超
え

る
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　

「
荒
木
が
じ
ゅ
ま
る
市
」
は
、
荒
木
集
落
の

サ
ン
ゴ
礁
文
化
の
保
存
継
承
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
集
落
で
伝
統
芸
能
を
継
承
す
る

方
々
が
講
師
と
な
り
、
八
月
踊
り
、
棒
踊
り
、

三
味
線
の
体
験
会
を
開
催
。
多
く
の
子
供
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。
喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研

究
所
か
ら
は
、「
荒
木
の
海
に
す
む
サ
ン
ゴ
た

ち
の
お
話
」
と
題
し
、
荒
木
集
落
の
海
に
住
む

生
き
物
達
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
荒
木
沖
の
サ
ン
ゴ
の
調
査
結
果
を
報

告
し
、
荒
木
集
落
前
の
す
ば
ら
し
い
サ
ン
ゴ
礁

の
様
子
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
荒
木
集
落
自
慢
の
黒
糖
や
野
菜
、
お

弁
当
な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
商

品
が
完
売
す
る
な
ど
大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し

た
！
久
し
ぶ
り
に
集
落
の
中
で
顔
を
合
わ
せ
た

方
や
他
の
集
落
や
島
外
の
方
々
と
談
笑
し
て

い
る
姿
も
拝
見
で
き
、「
荒
木
が
じ
ゅ
ま
る
市
」

が
集
落
の
文
化
と
豊
か
な
作
物
の
魅
力
を
発
信

し
、
訪
れ
た
方
々
が
交
流
す
る
場
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
荒
木
盛
り
上
げ
隊
の
方
々
が
ガ

イ
ド
と
な
り
、
荒
木
集
落
の
散
策
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
で
は
、
集
落
内
の
サ
ン

ゴ
の
石
垣
、
ウ
リ
バ
マ
な
ど
を
め
ぐ
り
、
最
後

に
干
潮
時
に
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
石
切

り
場
ま
で
散
策
し
ま
し
た
。
荒
木
盛
り
上
げ
隊

の
方
々
は
、
喜
界
島
の
固
有
種
で
あ
る
ヒ
メ
タ

ツ
ナ
ミ
ソ
ウ
な
ど
絶
滅
危
惧
種
の
植
物
や
、
サ

ン
ゴ
で
作
ら
れ
た
灯
篭
や
石
垣
な
ど
の
サ
ン
ゴ

礁
文
化
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、
荒
木

集
落
の
魅
力
に
改
め
て
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る

ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
荒
木
が
じ
ゅ
ま
る
市
」
に
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
っ
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

荒
木
集
落
の
魅
力
を
発
信

荒
木
集
落
の
魅
力
を
発
信
！！！！

「
荒
木
が
じ
ゅ
ま
る
市
」

「
荒
木
が
じ
ゅ
ま
る
市
」

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
：
宮
崎
葵
子

※ この取り組みは鹿児島県の「令和 4 年度持続可能
な循環型モデル事業」の一環として実施しました。
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「
こ
こ
で
、
大
き
な
土
砂
崩
れ
が
あ
っ
た

ん
だ
よ
。」

　

８
月
６
日
、
車
で
竜
箇
水
の
国
道
を

走
っ
て
い
た
時
、
母
が
言
っ
た
。
大
き
な

土
砂
崩
れ
。
そ
れ
は
、
私
が
生
ま
れ
て
い

な
い
１
９
９
３
年
の
８
月
６
日
に
起
こ
っ

た
、
ハ
チ
ロ
ク
水
害
の
こ
と
だ
っ
た
。
気

に
な
っ
て
調
べ
て
い
た
時
に
、
竜
箇
水
で

起
こ
っ
た
土
石
流
の
再
現
映
像
を
見
つ
け

た
。
人
々
の
た
め
に
災
害
と
戦
っ
た
あ
る

警
察
官
の
話
だ
。

　

そ
の
年
、
冷
夏
や
豪
雨
な
ど
、
日
本
各

地
で
異
常
気
象
が
起
き
た
。
い
つ
ま
で
も

梅
雨
明
け
し
な
い
鹿
児
島
付
近
で
は
、
梅

雨
前
線
が
停
滞
し
１
０
０
年
に
一
度
の
大

雨
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
竜
箇
水
駅
で
は
、

運
行
し
て
い
た
電
車
は
線
路
が
冠
水
し
、

そ
の
反
対
側
を
土
石
流
で
塞
が
れ
た
。
そ

の
結
果
、
電
車
内
で
６
５
０
人
が
孤
立
し

て
し
ま
っ
た
。
夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
電
車
も
混
み
合
っ
て
い
た
そ
う

だ
。
こ
の
あ
た
り
の
地
層
は
硬
い
岩
盤
に

軽
石
が
薄
く
張
り
付
い
て
お
り
、
ま
た
、

急
斜
面
の
谷
が
多
く
重
な
り
合
う
地
形
の

た
め
水
害
や
土
砂
崩
れ
が
起
き
や
す
い
、

と
映
像
の
解
説
に
あ
っ
た
。
１
９
７
７
年

に
も
こ
の
場
所
で
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
、
９
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
危
険

だ
と
判
断
し
た
車
掌
は
乗
客
を
国
道
に
避

難
さ
せ
た
。
し
か
し
、
国
道
は
車
が
多
く

渋
滞
し
て
お
り
、
泥
水
が
次
々
に
流
れ
込

ん
で
く
る
た
め
逃
げ
場
は
無
か
っ
た
。
そ

し
て
、
全
員
が
避
難
し
た
頃
に
２
度
目

の
土
石
流
が
発
生
。
人
々
は
パ
ニ
ッ
ク
状

態
に
な
っ
て
い
た
。
桜
島
フ
ェ
リ
ー
が
救

助
要
請
を
出
さ
れ
て
い
た
中
、
桜
島
の

裏
側
か
ら
も
漁
船
が
救
助
に
向
か
っ
て
い

た
。
養
殖
イ
カ
ダ
や
漂
流
物
が
多
く
、
大

き
な
フ
ェ
リ
ー
で
は
接
岸
で
き
る
場
所
が

無
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
３
度
目
の

土
石
流
が
発
生
し
、
逃
げ
遅
れ
た
10
名

が
海
に
投
げ
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
死
に

か
け
て
い
た
警
察
官
だ
っ
た
が
瓦
礫
を
押

し
上
げ
、
土
石
流
か
ら
生
還
し
た
。
そ
し

て
自
分
が
負
っ
た
怪
我
を
忘
れ
、
救
助
に

移
っ
た
。
漁
船
で
や
っ
て
き
た
漁
師
た
ち

も
、
骨
折
し
た
人
や
お
年
寄
り
、
小
さ
な

子
供
を
優
先
に
救
助
を
始
め
た
。
国
道
は

膝
上
ま
で
冠
水
し
て
い
た
。
イ
カ
ダ
に
つ

か
ま
っ
て
凍
え
て
い
る
人
も
救
助
し
、
最

後
の
船
が
出
た
。
警
察
官
の
８
時
間
の

死
闘
が
終
わ
っ
た
。
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た

６
５
０
の
大
切
な
命
。
全
員
は
助
か
ら
な

か
っ
た
、
と
彼
は
泣
い
て
い
た
。
私
は
死

に
そ
う
な
体
で
最
後
ま
で
救
助
を
行
っ
た

こ
の
警
察
官
や
協
力
し
た
人
た
ち
を
素

晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。
私
が
以
前
住
ん
で

い
た
場
所
で
こ
の
よ
う
な
大
き
な
災
害
が

あ
っ
た
こ
と
を
私
は
知
ら
な
か
っ
た
。
今

住
ん
で
い
る
島
も
無
縁
で
は
な
い
。
私
が

小
学
４
年
生
の
時
、
喜
界
町
で
50
年
に
一

度
の
大
雨
が
降
っ
た
。
そ
の
時
の
道
路
は

泥
水
で
溢
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
車
が
行
き

交
っ
て
い
た
。
親
が
子
ど
も
た
ち
を
学
校

に
迎
え
に
行
っ
た
か
ら
だ
。
き
っ
と
、竜
箇

水
付
近
も
こ
の
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
の
だ

と
思
う
。
そ
れ
に
加
え
て
逃
げ
場
も
な
く
、

い
つ
土
石
流
が
発
生
す
る
か
も
分
か
ら
な

い
。
人
々
が
こ
の
恐
怖
と
寒
さ
、
不
安
で

パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
当
然
だ

と
思
っ
た
。

令
和
４
年
度
「
土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
絵
画
・
作
文
」
作
文
中
学
生
の
部
で
、

小
山
光ひ

か
りさ

ん
が
国
土
交
通
事
務
次
官
賞
（
優
秀
賞
）
を
、
岩
松
麻ま

お央
さ
ん
が

県
知
事
賞
（
優
秀
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
（
と
も
に
当
時
喜
界
中
３
年
）。

こ
こ
で
は
お
二
人
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
パ
ニ
ッ
ク
状
態

に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、「
想
定
外
」
だ
か

ら
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
た
。
１
０
０
年

に
一
度
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
ハ
チ
ロ
ク
水

害
は
決
し
て
特
別
で
は
な
い
。
普
段
か
ら

の
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
想
定

内
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
大
切
さ
を
専
門
家
は
私
た
ち
に
訴
え
て

い
る
。

　

私
た
ち
が
訓
練
を
す
る
意
味
や
昔
の
災

害
に
つ
い
て
学
校
で
何
度
も
学
習
す
る
意

味
が
よ
く
理
解
で
き
た
。
人
間
は
自
然
災

害
に
抗
え
な
い
。「
想
定
外
」
を
「
想
定

内
」
に
す
る
た
め
に
地
域
の
人
々
は
真
剣

に
取
り
組
み
を
考
え
て
く
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
私
た
ち
が
無
駄
に
し
て
は
い
け
な

い
。
も
っ
と
一
人
一
人
が
過
去
の
出
来
事

に
つ
い
て
理
解
し
、
訓
練
の
と
き
に
は
真

剣
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
、
今
あ
る
知
識

を
周
り
の
人
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
。
ハ
チ
ロ
ク
水
害
の
大
き
な
原
因
は
、

異
常
気
象
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
今
、
異
常

気
象
の
中
に
生
き
て
い
る
。
地
球
温
暖
化

が
進
み
、
降
水
量
も
増
え
て
き
て
い
る
。

土
砂
災
害
の
危
険
は
十
分
に
あ
り
、
他
人

事
で
は
な
い
の
だ
。「
想
定
内
」
の
状
況
に

近
づ
け
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
変

え
て
い
こ
う
と
強
く
思
う
。

「
想
定
内
へ
変
え
る
た
め
に
」

喜
界
中
３
年
　
　

小
山
　

光
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私
た
ち
の
暮
ら
す
日
本
で
は
豪
雨
、
地
震
、

津
波
、
台
風
な
ど
た
く
さ
ん
の
自
然
災
害
が

多
い
。
い
つ
起
こ
る
か
、
来
る
か
わ
か
ら
な

い
状
況
で
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
た

ち
は
、
自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
身
に
付
け
、
行
動
し
た
ら

よ
い
だ
ろ
う
。

　

た
く
さ
ん
の
災
害
が
あ
る
中
で
私
た
ち
の

身
近
に
あ
る
気
候
変
動
は
特
に
深
く
詳
し
く

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
災
害
だ
と
思
う
。

一
日
の
予
定
を
立
て
る
に
は
天
気
変
動
に
つ

い
て
も
必
要
な
情
報
だ
ろ
う
。
天
気
に
は
快

晴
、
曇
り
、
雨
、
煙
霧
、
あ
ら
れ
な
ど
気

象
庁
で
は
15
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
厄
介
な
の
が
、
地
盤
が
緩
み
や
す

く
な
っ
て
し
ま
う
雨
や
嵐
な
ど
だ
。
雨
に
も

雨
の
良
さ
が
あ
る
と
し
て
も
、
雨
が
降
り
続

け
て
し
ま
う
と
地
盤
が
緩
み
、
山
が
崩
れ
て

き
た
り
川
が
氾
濫
し
た
り
と
い
う
災
害
が
起

こ
っ
て
し
ま
う
。

　

実
際
に
４
年
前
の
２
０
１
８
年
に
私
が
住

む
喜
界
島
も
50
年
に
一
度
の
大
雨
で
、
山
か

ら
土
砂
が
流
れ
て
き
た
り
、
川
が
氾
濫
し
た

り
し
た
。
当
時
の
私
は
テ
レ
ビ
で
流
れ
て
い

る
喜
界
島
の
現
実
を
受
け
止
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
の
時
私
は
、
運
良
く
島
に
い
な
か
っ

た
た
め
変
わ
り
果
て
た
島
の
姿
を
目
の
前
で

目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ

が
、
映
像
か
ら
で
も
伝
わ
っ
て
く
る
土
石
流

の
恐
怖
は
今
で
も
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
。
そ

の
後
島
に
帰
る
と
、
近
所
の
家
の
屋
根
や

バ
ス
停
は
飛
ば
さ
れ
て
い
た
の
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。
今
の
私
が
通
う
中
学
校
の
図
書
室

も
、
窓
か
ら
雨
が
入
り
込
ん
で
床
が
水
浸
し

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。そ
れ
か
ら
何
箇

月
経
っ
て
も
、
屋
根
が
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
覆

わ
れ
て
い
る
家
は
多
く
、
飛
ば
さ
れ
た
ト
タ

ン
は
１
０
０
メ
ー
ト
ル
先
ま
で
飛
ば
さ
れ
大

き
く
変
形
し
て
い
た
。
こ
の
時
は
運
良
く
当

た
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
、
ま
た
い
つ
か
の
災

害
で
こ
の
ト
タ
ン
が
家
や
車
に
飛
ん
で
い
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
ら
と
考
え
る
と
、
今
か
ら

災
害
に
備
え
て
い
て
損
は
な
い
。

　

一
般
的
な
災
害
時
に
必
要
な
物
は
水

や
食
料
、
電
灯
、
薬
、
情
報
を
得
ら
れ

る
ラ
ジ
オ
な
ど
個
人
的
に
必
要
な
物
だ

と
い
う
。
私
は
あ
る
出
来
事
で
、
こ
れ
ら

の
物
を
備
え
て
お
く
こ
と
の
大
事
さ
を
感

じ
た
。
そ
れ
は
２
０
２
２
年
１
月
に
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
の
ト
ン
ガ
王
国
で
起
こ
っ
た
海

底
火
山
の
大
噴
火
だ
。
私
の
家
は
災
害

に
対
し
て
の
備
え
を
全
く
し
て
い
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
慌
て
て
い
た
。
準
備
を
す
る

暇
も
な
く
す
ぐ
に
山
の
方
へ
み
ん
な
で
避

難
し
た
。
で
も
何
時
間
か
経
っ
た
頃
に
だ

め
だ
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
も
必
要
な
物

を
取
り
に
家
へ
も
ど
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
終

的
に
島
に
津
波
が
来
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

災
害
が
起
こ
っ
て
か
ら
準
備
を
す
る
の
で
は

間
に
合
わ
な
い
。
そ
う
分
か
っ
て
か
ら
私
の

家
で
は
避
難
用
の
荷
物
を
準
備
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

実
際
に
こ
う
い
う
経
験
が
な
か
っ
た
私
に

と
っ
て
い
い
意
味
で
、
い
い
刺
激
を
も
ら
っ

た
。
４
年
前
の
よ
う
な
大
雨
の
災
害
で
は
な

い
が
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
の

備
え
を
す
る
こ
と
の
大
事
さ
を
心
か
ら
実
感

し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
作
文
を
通
し
て
災
害

対
策
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
ず
、
家
の
中
で
で
き
る
こ
と
は
、
家
の

中
で
安
全
な
場
所
を
確
認
す
る
こ
と
。
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
、
応
急
手
当
の
知
識
を
身

に
付
け
る
こ
と
。
家
族
で
で
き
る
こ
と
は
、

避
難
場
所
や
避
難
道
路
、
集
合
場
所
の
確
認

な
ど
意
外
に
も
自
分
の
身
の
回
り
に
は
今
す

ぐ
に
備
え
る
こ
と
の
出
来
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
。

　

自
分
の
身
近
に
あ
る
物
を
確
認
し
た

り
、
備
え
た
り
す
る
だ
け
で
、
突
然
の
災

害
で
命
を
救
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
未
来

が
あ
る
人
た
ち
を
守
る
た
め
に
も
、
自
分

や
そ
の
大
切
な
人
た
ち
を
守
る
た
め
に
も
後

悔
す
る
こ
と
の
な
い
対
策
が
で
き
て
い
た
ら
、

そ
れ
が
一
番
理
想
だ
と
思
う
。

　

見
え
る
未
来
の
暮
ら
し
の
光
を
途
絶
え
さ

せ
な
い
た
め
に
、
自
然
災
害
の
備
え
は
確
実

に
必
要
だ
と
今
ま
で
体
験
し
た
災
害
や
こ
の

作
文
を
通
し
て
学
ん
だ
。
突
然
起
こ
る
災
害

で
私
の
よ
う
に
災
害
が
起
こ
っ
て
か
ら
準
備

す
る
の
で
は
な
く
、
起
こ
る
前
に
備
え
て
お

く
こ
と
が
未
来
の
暮
ら
し
の
光
を
途
絶
え
さ

せ
な
い
た
め
の
ひ
と
つ
の
考
え
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

「
未
来
の
暮
ら
し
に
光
を
」

喜
界
中
３
年
　
　

岩
松
　

麻
央
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●定額保険料と付加保険料

・令和５年度の定額保険料は月額 16,520 円です。

・ 月々の定額保険料に加えて付加保険料（月額 400 円）を

プラスして納めると、老齢基礎年金に付加年金分が上乗

せされて受給できます。付加保険料の申込みは任意です。

・前納制度を利用すると保険料の割引があります。

●納付方法

・ 現金、口座振替、クレジットカード、Pay-easy 等による

納付があります。

・ スマートフォンアプリを使用した電子決済での納付もでき

ます。対象の決済アプリは、au Pay、d 払い、PayPay、

PayB です。納付書のバーコードを決済アプリで読み取る

ことにより電子決済できます。

※ 保険料の未納があると、万一、障害や死亡といった不慮

の事態が発生したときに、障害基礎年金や遺族基礎年

金が受けられない場合がありますので、必ず納付期限ま

でに納付しましょう。

※ 失業や所得減少で納付が困難な場合は免除納付猶予制

度、学生には学生納付特例制度があります。

●問い合わせ先

　保健福祉課国民年金担当　☎ 65 －3685

　奄美大島年金事務所　☎ 52 － 4341

保健福祉課からのおしらせ②
「令和５年度国民年金保険料」について

町からのおしらせ

保健福祉課からのおしらせ①
 「令和５年全国戦没者追悼式参列遺族の募集」
について

　全国戦没者追悼式へ参列を希望される遺族の方を募集し

ます。

○期　日…令和５年８月15 日（火）

　※前日からの団体行動になります。

○場　所…日本武道館（東京都千代田区）

○対象者…戦没者の遺族

一般戦災死没者（空襲により亡くなった方など）の遺族

　※ 鹿児島県内に住民登録をしている遺族に限ります。

　※ 過去に参列したことがない方を優先します。

　※  「次世代への継承」という観点から「18 歳未満の遺族」

についても募集します。

○申込期間…令和５年５月１日（月）～５月 31日（水）

〇募集 人員…未定

　※申込み多数の場合は、選考を行います。

○申込先…保健福祉課　福祉チーム　☎ 65 －3685

○問い合わせ　保健福祉課福祉チームまたは、

　　　　　　　県庁社会福祉課　☎ 099（286）2830

○ その他新型コロナウイルスの感染状況により，今後変更

になる可能性があります。

•
•
• 0997-65-3683
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健
診
は
自
身
の
健
康
状
態
を
確
認

し
て
、
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
て
か
ら
す
べ
て
の
人
が
、

健
診
を
う
け
る
機
会
が
あ
り
、
未
就

学
児
は
乳
幼
児
健
診
、
就
学
児
は
学

校
健
診
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

18
歳
以
上
は
若
年
健
診
、
40
歳
以
上

は
特
定
健
診
、
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
は
長
寿
健
診
が
あ
り
ま
す
。
仕

事
を
し
て
い
る
方
は
職
場
健
診
、
被

扶
養
の
方
は
加
入
保
険
の
特
定
健
診

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ほ
ど
ん
ど
の
健
診
が
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の

窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●特定・長寿健診・若年健診●

・厚生連健診　　　　　　　　　　　　・医師会健診

【日程】　　　　　　　　　　　　　　　 【日程】

８月７日（月）～ 12 日（土）　　　　　10 月 19 日（木）～ 21 日（土）

【会場】 自然休養村管理センター　　　　【会場】 集落公民館

【対象者】

 ・特定健診…40 歳以上の国保加入者　・長寿健診…75 歳以上の後期高齢者

 ・若年健診…18 歳～ 39 歳の国保加入者（高校を卒業した 18 歳以上）

（社保被扶養の方も受けられます）

※申し込み用紙が 5 月中旬以降にご家庭に届きます。ぜひ、お申込みください。

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

 年
に
1
回
は

　

健
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

●肺がん検診●
【日程】 ５月６日（土）～ 11日（木）
　　　 ※８日（月）はありません

【会場】 集落公民館
【対象者】
今年度40歳以上の町民

●結核検診●
【日程】 ９月24日（日）～ 26日（火）
【会場】 集落公民館
【対象者】
今年度65歳以上の肺がん検診未受
診者

（対象者全員に受診票を送付）

お子さんのいる
　　　　　　　転入ご家族の方へ

　予防接種や乳幼児健診は、各市
町村によって実施方法が異なりま
す。予防接種や乳幼児健診等につ
いての履歴の情報が必要です。喜
界町へ転入の方は、保健福祉課（包
括保健チーム）へ母子手帳を持っ
てお越しください。

 あ
な
た
は
健
診
（
検
診
）
を

　

誰
の
た
め
に
受
け
ま
す
か
？

　

健
診
（
検
診
）
は
、
健
康
状
態
の

把
握
や
病
気
が
な
い
か
を
確
認
で
き

る
の
で
、
自
分
の
た
め
に
受
け
て
い

る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
で
は
、

あ
な
た
が
健
康
で
あ
る
こ
と
が
、
家

族
や
周
り
の
方
々
の
幸
せ
で
も
あ

る
こ
と
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

　

も
し
も
、
今
、
あ
な
た
が
病
気
で

倒
れ
た
ら
、
と
想
像
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
は
も
ち
ろ
ん
病
気
で

苦
し
み
ま
す
。
そ
し
て
、
家
族
や
周

り
の
方
は
、
心
配
や
不
安
で
い
っ
ぱ

い
に
な
る
は
ず
で
す
。
今
の
生
活
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
今
の
当
た
り
前
は
、
健

康
の
上
に
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

　

自
分
が
健
康
で
あ
る
、
と
思
っ
て

い
る
方
も
、
自
覚
症
状
が
な
い
だ
け

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
事
に
な
る
前

●大腸がん検診●
【日程】
（厚生連健診時に実施）
８月７日（月）～ 12日（土）

（医師会健診時に実施）
10月19日（木）～ 21日（土）

【対象者】
今年度40歳以上の町民
申し込み用紙が５月中旬以降に
ご家庭に届きます。

●

令和５年度　健（検）診日程

●子宮・乳がん検診●
【日程】 ６月23日（金）～ 26日（月）
【会場】 自然休養村管理センター
【対象者】
子宮：今年度20歳以上の町民女性
乳：今年度40歳以上の町民女性
※乳がんは昨年度未受診者のみ対象
　（対象者全員に受診票を送付）

●胃がん検診●
【日程】
（厚生連健診時に実施）
８月７日（月）～ 12（土）

（各集落巡回）
11月９日（木）～ 11日（土）

【対象者】

今年度40歳以上の町民の方
（対象者全員に受診票を送付）

●歯周疾患健診●
【日程】 ６月～１月
【会場】 町内歯科医院
【対象者】
今年度40、50、60、70歳

（対象者全員に受診票を送付）

その他　下記検診も受診できます

　・腹部超音波検診

　・骨粗しょう検診（超音波）

　・前立腺がん検診（採血）

　・肝炎ウイルス検診（採血）

　・胃リスク検診（採血）

　・心不全リスク検診（採血）

　対象の方へ、事前に日程をお知らせ

します

に
、
年
に
1
度
は
、

健
康
状
態
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
ね
。
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喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　　　　科学研究所　　　　科学研究所

サンゴ通信
№５９№５９

３
月
５
日
は

サ
ン
ゴ
の
日

　

２
０
２
３
年
３
月
４
日
・
５
日
、

サ
ン
ゴ
研
で
は
「
サ
ン
ゴ
の
日
」
に

ち
な
ん
で
『
サ
ン
ゴ
と
ア
ー
ト
の
お

ま
つ
り
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
２
日

間
で
複
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

今
回
の
お
祭
り
は
思
い
出
盛
り
だ
く

さ
ん
で
し
た
。

　

ま
ず
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
数
々
の

国
際
賞
を
受
賞
し
て
い
る
人
形
劇

師
・
沢
則
行
氏
に
よ
る
人
形
劇
。
こ

ち
ら
は
喜
界
島
の
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｉ
で

実
施
さ
れ
、
２
回
の
公
演
両
方
と
も

が
満
席
に
な
り
、
多
く
の
方
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。
沢
さ
ん
の

操
る
人
形
の
コ
ミ
カ
ル
な
動
き
や
、

人
形
劇
を
鑑
賞
す
る
子
ど
も
た
ち
の

素
直
な
感
想
と
沢
さ
ん
の
掛
け
合
い

が
と
て
も
面
白
く
、
会
場
か
ら
は
何

度
も
笑
い
声
や
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
サ
ン
ゴ
研
と
人
形
劇
は
つ

な
が
り
に
く
い
で
す
が
、
実
は
沢
さ

ん
は
昨
年
の
秋
に
研
究
者
同
士
の
紹

介
で
喜
界
島
に
遊
び
に
い
ら
し
て
い

て
、
そ
の
時
に
喜
界
島
が
気
に
入
っ

て
こ
こ
で
公
演
を
や
り
た
い
と
い
う

想
い
の
も
と
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
が

実
現
し
ま
し
た
。公
演
だ
け
で
な
く
、

お
面
作
り
も
行
わ
れ
、
サ
ン
ゴ
の
日

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　

サ
ン
ゴ
の
日
に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
た
「
喜
界
島
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
２
」
の
受
賞
式
で
は
、
特
別

審
査
員
と
し
て
写
真
家
の
大
杉
隼
平

氏
が
来
島
し
、
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ

て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
写
真
教
室
も
実

施
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
写
真
教
室

は
、
大
杉
さ
ん
の
一
瞬
の
切
り
取
り

方
や
鏡
を
使
っ
た
撮
影
技
法
な
ど
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
か
ら
は
「
初
心
者
で
も
参
加
し
や

す
く
新
た
な
世
界
が
広
が
っ
た
」
な

ど
好
評
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

中
間
集
落
に
あ
る
サ
ン
ゴ
研
の
土

地
で
は
冒
険
家
の
石
川
仁
氏
に
監
修

し
て
い
た
だ
き
、
草
の
家
づ
く
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
研
究

の
一
環
と
し
て
草
舟
づ
く
り
で
来
島

し
て
き
た
石
川
さ
ん
。
今
回
は
お
祭

り
に
合
わ
せ
て
家
づ
く
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
竹
で
骨
組
み
を
つ
く
り
、

そ
の
上
に
ス
ス
キ
を
か
ぶ
せ
て
立
派

な
家
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
制
作

中
は
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
休
憩
中

は
お
菓
子
を
食
べ
た
り
と
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
身
近
な
材
料

で
あ
る
ス
ス
キ
か
ら
家
や
舟
な
ど
の

大
き
な
も
の
を
作
り
上
げ
る
楽
し
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
完

成
し
た
草
の
家
は
現
在
サ
ン
ゴ
研
の

中
間
の
土
地
に
あ
り
ま
す
。
自
由
に

入
っ
て
い
い
の
で
、
ぜ
ひ
間
近
で
見

て
み
て
く
だ
さ
い
！
（
傷
む
と
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
る
の
で
要
注
意
）

　

同
じ
く
中
間
で
実
施
し
た
島
サ
ウ

ナ
は
、
テ
ン
ト
を
駆
使
し
て
喜
界
島

の
植
物
を
利
用
し
た
簡
易
的
な
サ
ウ

ナ
を
つ
く
り
ま
し
た
。
中
間
の
海
岸

を
前
に
、
そ
の
土
地
の
植
物
を
利
用

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
ウ
ナ
に
は
子

供
か
ら
大
人
ま
で
30
人
以
上
の
方
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
お
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は

『
サ
ン
ゴ
祭
り
』。
中
間
の
土
地
で
完

成
し
た
草
の
家
の
披
露
と
共
に
、
島

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
々
に
よ
る
島

唄
な
ど
の
音
楽
ラ
イ
ブ
や
、
集
落
の

方
々
に
八
月
踊
り
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
島
の
方
々
、
研
究
者
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
枠
を
超
え
て
中
間
の
土

地
を
交
流
の
場
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
日
が
暮
れ
て
、
会
場
は
照

明
で
照
ら
さ
れ
て
終
始
会
場
は
大
盛

り
上
が
り
！

　

今
回
は
島
の
方
々
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
お
祭
り
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
少

し
ず
つ
で
す
が
サ
ン
ゴ
研
の
活
動
に

携
わ
っ
て
く
だ
さ
る
仲
間
も
増
え
、

こ
う
し
て
み
ん
な
が
出
会
っ
て
集
え

る
の
も
サ
ン
ゴ
の
魅
力
だ
と
思
い
ま

す
。
島
の
隆
起
や
研
究
対
象
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
人
を
繋
ぐ
サ
ン
ゴ
の

魅
力
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け

と
し
て
サ
ン
ゴ
礁
に
つ
い
て
皆
さ
ん

と
考
え
て
い
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

来
年
の
サ
ン
ゴ
の
日
は
何
が
起
こ
る

か
な
!?

21　Kikai Public Relations 2023.4



～農業振興課から～

　農業振興課では、適期管理の推進として、農業開発組合での作業受託助
成を行い生産性向上を図ります。
　それに伴い令和５年４月１日農作業受託受付分から下記の通り変更になり
ます。詳しくは、下記の連絡先へお問い合わせ下さい。

農作業受委託の方法及び受託料金

①料金が前払いになりました。

②作業メニューによっては再委託制になります（再委託先の指定はできません）。

③受委託作業の流れ

　委託申込⇒料金支払い⇒目印杭手渡し⇒作業段取り⇒作業実施⇒作業報告

　〇申し込みには、小字名、面積、集荷番号が必要です。

　〇杭は速やかに圃場の入り口等の目に付きやすい場所に立ててください。

（10a当たり／円） 町補助金
（補助金差引の
10a 当たり／円）

窓口手数料 （農家負担金）

耕耘 5,300 1,000 4,300

400

4,700

中耕（ミニトラクター） 4,200 800 3,400 3,800

中耕＋施肥（ミニトラクター） 4,800 900 3,900 4,300

培土（ミニトラクター） 4,200 800 3,400 3,800

培土＋施肥（ミニトラクター） 4,800 900 3,900 4,300

チョッパー 2,800 500 2,300 2,700

プラソイラー 3,300 600 2,700 3,100

株揃え 2,600 800 1,800 2,200

カルチ（中耕ローターによる中耕） 3,700 700 3,000 3,400

ドローン防除 3,300 900 2,400 2,800

植付 45,000 9,000 36,000 36,000

農作業受委託作業メニュー及び料金表（消費税10％含む）

※施肥・農薬散布の場合～肥料・農薬は農家負担です。

※原則５a以上の作業受託です。５a未満の場合は、５aの料金になります。

※料金は、10 円未満は切り捨てとします。

※再委託先は随時募集しています。

問い合わせ先
（公財）喜界農業開発組合

喜界町湾1313 番地
TEL/FAX　0997-65-4951
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地域計画策定の地域計画策定の

先行モデル地区の取組について先行モデル地区の取組について

　喜界町では、令和２年度に郡内市町村において、いち早く実質化された人・農地プランを作成

しました。

　本年の４月の農業経営基盤強化法の一部改正に伴い、人・農地プランが法定化されたことから

地域計画策定の先行モデル地区として旧阿伝小校区を設定しました。

　先行モデル地区の取り組みとして、九州農政局や鹿児島県と連携・協議し、伴走型のサポート

活動を受けて取組みを進めました。

　３月１日（水）に、地域の農業者、地域の代表者、関係機関が集まって「協議の場」を開催し、

地域の将来の農業のあり方等を話し合い、また、農地利用の区域（目標地図）の作成に向けた１

筆毎に耕作者の状況をまとめた現況地図の確認等を行い、協議結果を取りまとめ、３月６日（月）

に喜界町ホームページで公表しました。

　令和７年３月までに９地区全ての地域計画策定をするため、令和５年度より他の地区においても

協議の場を設置し、話し合い活動を進め、地域計画の策定に向けた取組みを進めていきます。

地域計画とは・・・

　これまで地域農業の将来の在り方を示した「人・農地プラン」が本年５月の農業経営基盤強化

促進法の一部改正に伴い法定化された計画となります。地域農業の在り方を示す「人・農地プラン」

に、目標地図（10 年後の１筆毎の農地の耕作者を示した地図）を添付したもの地域計画といい

ます。この地域計画を令和７年３月までに作成をする必要があります。

～農業振興課から～

問い合わせ：農業振興課　農政チーム

☎ 0997-65-3692
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891-6201
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①介護職員 /正 : 月給 15 万円
～ 21.6 万円

〒892-6201　鹿児島県大島郡喜界町赤連 69 番

0997-65-0294

①介護職員 /正社員 : 月給 158,000 円～ 258,100 円　パート : 時給 865 円～ 904 円
②看護職員 /正社員 : 月給 203,000 円～ 247,100 円　パート : 時給 1,034 円～ 1,134 円
③栄養士・管理栄養士 /正社員 : 月給 173,000 円～ 217,100 円　パート : 時給 855 円
④調理員 /契約社員 : 月給 147,212 円　パート : 時給 855 円～ 934 円
※別途夜勤手当  支給   5,000 円 /1 回 ( 介護職員：E.22:00~  7:00 勤務の方対象 )
※特定処遇改善手当  支給  ( 勤務年数に応じて支給・調理員を除く )

就職支度金・入職祝金制度 /通勤手当支給　
業績による昇給・賞与 /資格取得支援制度　
合同研修など教育充実 /キャリアパス制度　
退職金制度 /特定処遇改善加算 /制服貸与

正社員・パート募集

①A.  7:00~16:00　  B.  8:30~17:30
　C.10:00~19:00　 D.13:00~22:00
　E.22:00~  7:00 
②A.  8:30~17:30 　B. 10:30~19:30
③A.  8:30~17:30
④A.  6:00~15:00　  B.  8:00~17:00
　C.10:30~19:30 

履歴書をご郵送またはご持参ください。
書類到着後、面接日程をご連絡いたします。

有料広告

アリモドキゾウムシ根絶のために
　喜界町では国および鹿児島県とともにアリモドキゾウムシの根絶事業を実施中です。

　わが町はアリモドキゾウムシ等防除条例で根絶防除に協力することとしていますの

で、引き続き町民の皆様の根絶防除へのご理解・ご協力をお願いします。

　令和４年度は、湾、赤連、羽里、島中、城久、山田、滝川の各集落において、ノ

アサガオ、放置サツマイモ等の本種の寄主植物除去を不妊虫放飼と併せて実施してき

ました。

　令和５年度も引き続き上記集落内以外に、荒木、手久津久、上嘉鉄、先原、浦原、

川嶺へも拡大して、防除作業を実施していきますので、今後とも本事業に対するご理解

ご協力よろしくお願いします。

問い合わせ先：喜界地区アリモドキゾウムシ防除対策事務所

　　　　　　　　　　　　☎６５－３５６１
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幸
穂

＊１歳になりました＊

一年前､ 元気な産
声とともに始まった
一路の人生！ひとす
じに続くこれからの
路､ 健康で力強く
歩み､ そして人の心
に寄り添える人であ
れ !!未来永劫､ 一路
の人生が希望に満
ち､ 光り輝きますよ
うに！心近くで見守
らせてね。私たちの
もとに生まれてきて
くれて､ 家族になっ
てくれて心からあり
がとう。

父母姉より

陽和翔☆１歳のお
誕生日おめでと
う！
いつもニコニコ、
音楽が聞こえると
リズムに合わせて
身体を揺らす陽和
翔にみんな癒やさ
れてるよ♪
これからもお姉
ちゃんと仲良く、
元気に大きくなっ
てね！

父母姉より

比嘉　比嘉　一一
い ち ろい ち ろ

路路くんくん

（父 徳和・母 貴子・姉 心琴）

【赤連】【赤連】

佐
藤  

永
佳

徳  

哲
也

古
川  

亨

原
田  

裕
之

上
松  
み
ゆ
き

吉
田  

幸
市

栗
林  

正
人

木
部  

浩
尚

馬
場  

光
義

上
野
　

栄
吉

愛
知
県
名
古
屋
市

鹿
屋
市

長
崎
県
長
崎
市

東
京
都
板
橋
区

宮
崎
県
都
城
市

埼
玉
県
深
谷
市

富
山
県
富
山
市

山
口
県
下
関
市

東
京
都
昭
島
市

岡
山
県
倉
敷
市

ふるさと納税
（敬称略）

R5.2.16～3.15申込分

・寄付者合計　   608名

・広報掲載希望　  40名

当月合計：  5,643,500 円

今年度累計：158,758,000 円

南　南　陽陽
ひ お とひ お と

和翔和翔くんくん

（父 勇人・母 理恵・姉 陽茉莉）

【赤連】【赤連】

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

26



<

萌
葉
会>

甘
え
ち
ゃ
な
ら
ぬ
互
に
つ
ぶ
や
き
今
日
一
日
事
な
く
済
み
て
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝

陽
春
の
磯
一
面
に
ア
オ
サ
映
え　

緑
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
潮
の
香
薫
る

日
本
中
を
歓
喜
の

渦
に
巻
き
こ
み
て　

侍
ジ
ャ
パ
ン
選

手
に
感
謝

こ
の
歓
喜
こ
の
感
動
を
あ
り
が
と
う　

ア
メ
リ
カ
で
舞
う
侍
ジ
ャ
パ
ン

曲
流
れ
技
巧
を
こ
な
す
眼
科
医
の　

神
の
手
は
わ
れ
の
安
堵
と
な
り
ぬ

病
み
し
日
の
亡つ

ま夫
の
容
態
あ
ざ
や
か
に　

思
い
き
わ
ま
る
一ひ

と
ひ日

も
あ
り
て

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

弘
岡　

稲
子

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
民
税
務
課
戸
籍
係
（
☎

65
ー
３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

喜界町の住民基本台帳人口
（令和５年４月１日現在）

世 帯 数  ・・・ 3,653 戸（▲ 30）

人 口  ・・・6,457 人（▲ 84）

男   ・・・3,185 人（▲ 48）

女   ・・・3,272 人（▲ 36）

氏　
　

名　

    

住
所

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

滿
　

長
子

金
井
　

勝
芳

向
井
　

彌

種
田
　

照
子

繁
田
　

幸
雄

神
田
　

ま
ち
子

保
元
　

和
弘

櫻
井
　

弘
樹

生
田
　

常
則

志
武
　

田
鶴
子

萩
原
　

昭
浩

嘉
岡
　

洋
子

玉
岡
　

裕
敏

湾手
久
津
久

東
京
都

志
戸
桶

白
水

小
野
津

埼
玉
県

佐
手
久

上
嘉
鉄

湾塩
道

浦
原

伊
砂

（
74
才
・
湾
）

（
66
才
・
神
宮
）

（
89
才
・
前
金
久
）

（
77
才
・
佐
手
久
）

（
94
才
・
伊
砂
）

（
92
才
・
先
山
）

（
89
才
・
上
西
）

（
83
才
・
坂
嶺
）

（
86
才
・
塩
道
）

（
69
才
・
早
町
）

（
91
才
・
伊
砂
）

滿
　

実

神
田
　

長
八
良

保
元
　

敏
江

櫻
井
　

富
美
代

橋
本
　

ユ
キ

嘉
岡
　

惠
一
郎

生
田
　

マ
ツ

奥
村
　

忠
好

萩
原
　

雪
子

嶺
岡
　

春
雄

玉
岡
　

由
美
子

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

氏
　
　

名    　

（
保
護
者
・
住
所
）

（
敬
称
略
）

遠
藤
　

万ま

り

あ

里
彩

（
浩
文
・
湾
）

福
島
　

み
あ
　

（
風
・
湾
）

河
原
　

陽ひ
な
た太

（
健
一
・
川
嶺
）

作
井
　

彩あ
や
せ世

（
雄
平
・
湾
）

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏　
　

名　

   
（
年
齢
・
住
所
）

（
１０１
才
・
手
久
津
久
）

（
94
才
・
白
水
）

金
井
　

千
賀

繁
田
　

イ
ツ
エ

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

氏　
　

名　
　
　

住
所

保
　

真
平
　
　

（
湾
）

髙
橋
　

由
季
乃
　
　

（
湾
）

平
下
　

渉
　
　

（
赤
連
）

柳
井
田
　

凜
　
　

（
赤
連
）
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０

２
3

.４

Ｖ
ｏｌ．６

７
０

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

すこ・・・旧すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

くらしのカレンダーくらしのカレンダー

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

●休館日 憲法記念日 みどりの日 こどもの日 ●肺がん検診
　（７日まで）
●おはなし会
　【14：00】

7 8 9 10 11 12 13

●休館日 ●肺がん検診
　（11 日まで）
●内科診療
　（10 日まで）
　【診療 8：30】

●団体貸出
　【幼・保等】

●おはなし会
　【14：00】

14 15 16 17 18 19 20

●内科診療
　（17 日まで）
　【診療 8：30】

●母子相談
　【子育 11：00】
●休館日

● ２歳・２歳半
歯科健診

　【すこ 13：00】

青少年育成の日
●おはなし会
　【14：00】

21 22 23 24 25 26 27

家庭の日 ●休館日 ● 乳児健診・１歳
歯科相談

　【すこ 13：00】

●おはなし会
　【14：00】

28 29 30 31

●内科診療
　（31 日まで）
　【診療 8：30】

●休館日 ●１歳半健診

（令和５年５月１日～５月 31 日迄）

上記カレンダーの●については保健福祉課（65-3685）へ
●については図書館（65-0962）へお問い合せください。

編
　

集
　

後
　

記

　

す
ご
い
数
の
テ
レ
ビ
等
が
、
き
か
い

じ
ま
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
昨
年

で
し
た
。
ま
た
、
喜
界
島
フ
ェ
ア
に
始

ま
り
和
牛
共
進
会
、
Ｐ
Ｒ
動
画
が
好
調

で
ク
ル
ー
ズ
船
も
寄
港
す
る
な
ど
め
じ

ろ
お
し
で
し
た
ね
。

　

お
な
じ
く
今
年
も
、
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
が
予
定
さ
れ
て
た
り
す
る
の
で
、
皆

で
智
恵
を
出
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

常
に
、誌
面
つ
く
り
は〝
読
み
や
す
い
〝

〝
島
感
〝を
意
識
し
て
、
業
務
に
あ
た

り
生
真
面
目
の
中
に
も
、
あ
そ
び
ご
こ

ろ
は
入
れ
て
い
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の

お
報
せ
を
頂
け
れ
ば
伺
う
の
で
、
は

ば
広
く
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
少
し
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
で
こ

う
し
て
い
れ
ば
と
い
う
感
じ
の
改
良
で
き

る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
反
映
さ
せ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
振
り
返
り
と
今
年
の
予
定

を
ネ
タ
に
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
暗
号
を

つ
く
っ
て
み
ま
し
た
。「
広
報
お
も
し

ろ
い
ね
」
と
昨
年
、
ち
ょ
こ
っ
と
頂
く

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
楽
し
み
に
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
誌
面
を
作
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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